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１. はじめに
　日本でも中国でも、「男性性」・「女性性」の性差を社会的・文化的・心理的に読み解くキーワー
ドとしての「ジェンダー」（中国語では“社会性别”）は多くの研究分野で用いられている。新聞を
はじめとするマス・メディアにおける性差別の研究もそのなかの一つである。性差別とは、性の違
いによって、つまり女であるとか男であるとかいう理由によって差別することで、必要以上に性別
を強調することは差別になると考えられる。
　日本は、「男性中心」の社会であるとよく言われる。その点に関しては、地理的にも近く、歴史
的にも関係の深い国としての中国も同じことが言える。安（２０００：３０）が述べるように、中国の数
千年にわたる文明史は男性中心の文化史でもある。そうした男性中心の文化は社会意識の一つとし
て人々の女性への認識に影響してきただけではなく、マス・メディアのステレオタイプをともなっ
て、新聞関係者にも作用する。
　そのような社会的環境の中で、日本も中国もその新聞の紙面内容をジェンダーの視点から見ると、
男性を基準として、女性と男性が非対等に描かれており、男性と比べて、女性の性差別表現のほう
が多いことが明らかになってくる。では、その性差別表現においては、日中の新聞にどのような共
通点や相違点があるのか、言語学的な側面から検証したい。
　それを検証するために、本稿では日本の「朝日新聞」と中国の「新京報」を取り上げ、それぞれ
の性差別表現を中心に、両紙の女性像を明らかにする。当然、これで日中の新聞における性差別表
現の実態が全て分かるわけではない。それでも、少しは傾向はつかめるのではないかと思われる。
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要　　旨
　本稿では、「朝日新聞」と「新京報」の記事（両紙とも２０１６年４月分）の中の性別冠詞つき
表現を分析対象に、日中の新聞における現在の女性像を考察した。「朝日新聞」の場合は２００６
年と比べると、男性冠詞つき表現の大幅な増加によって、女性冠詞つき表現との量的差がかな
り縮小されて、両者の割合が接近してきているように見える。一方、「新京報」は性別冠詞の
女性と男性の比率が「朝日新聞」と比べると、約２倍も高く、「新京報」のほうが女性に対す
る性差別がより深刻であることが分かった。
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２. 先行研究
　日本においては、ジェンダーの視点からの新聞における内容の性差別に関する研究は、田中
（１９８４、１９８５、１９９４、１９９９、２００４、２００９）、遠藤（１９９７）、田中・諸橋（１９９６）、佐竹（１９９７）、石塚
（１９９９）などがある。それらの先行研究から、一つの共通する結論が得られた。それは日本の新聞
に描かれる女性像と男性像が異なり、女性に対する非対等な表現が多く見られることによって、日
本の新聞は男性中心的に作られたものであるという点である。
　特に田中（２００９：５７）は１９８５年の第一回調査から見てきた新聞における性差別表現の類型とその
具体的表現方法を、次のように分類している。
　①「女性強調」……女性としての存在や役割をもっぱら強調し、女性であることを突出させて注
目させる。
　　ａ　報道される女性の職業や肩書きの上に、当事者が女性であることを明示する「女性冠詞１」
をつける。
　　ｂ　職業や家族との関連で、女性の役割を強調する。
　　ｃ　女性に関するステレオタイプな表現によって、ことさらに女性であることを強調する。
　②「女性隠し」……女性の存在を紙面から退かせ、女性の姿を見えなくさせる。
　　ａ　世帯や家族をもっぱら男性が代表する。
　　ｂ　男性に付随ないしは従属させられた表現によって、女性の存在が隠れてしまう。
　③「ダブルスタンダード表現」……女性を男性とは異なった基準を用いて表現する。
　　ａ　女性について報道する際、もっぱら業績や地位で扱わず、他の基準をすべり込ませる。
　　ｂ　女性と男性とで異なる敬称を使用する。
　　ｃ　女性は名のみ、男性は姓または姓名で表現する。
　このように、基準とする男性から女性を区別して表現する方法は、三タイプの８項目に分類され
る。この方法は当該分野の研究では大きな影響力を持ち、長い間用いられてきた。例えば、田中・
諸橋（１９９６）も石塚（１９９９）もこの方法で分析がなされている。しかし、時代の変化とともに、新
聞も変わっていくはずである。例えば、田中の分類法の中の「女性隠し」と「ダブルスタンダード
表現」は今回取り上げた「朝日新聞」ではほとんど見られなかった。
　また、田中は新聞記事における性差別表現の調査研究をほぼ五年おきに継続的に実施しており、
その量的データの蓄積及び経年変化の分析は当該分野の研究の貴重な財産と言えよう。しかし、上
述の先行研究のなかで、最も新しい田中（２００９）の論文も２００６年１０月に実施した調査のデータをも
とにしたものである。すなわち、近年、日本の新聞における性差別表現についての研究が不十分な
のが現状である。
　一方、中国でも“社会性别”（ジェンダー）という視点から新聞報道における性差別に関する研
究が日本に遅れを取りながら、２０００年以来行われてきた。例えば、安（２０００）、李（２００４）、羅（２００７）、
張（２０１３）などが挙げられる。以上の研究から、中国における新聞報道の中では、女性が常に性差
別の対象になっている点が明らかになった。しかし、言語学的方法で女性への差別を扱う研究が少
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なく、また、陳・張（２０１３）のように、中国紙と英語圏紙の新聞報道における性差別を比較の観点
からなされたものは見られるが、日本のそれとの比較はまず見当たらない。徐（２０１３）は言語学的
なアプローチから日本語の「女～」と中国語の“女（nv）～”を取り上げ、両者の相違とその相違
が生じる要因について考察したが、本研究に組み込むジェンダーの視点を射程に入れていない。
３. 研究目的と方法
　本稿では、日中新聞報道における性差別表現の共通点と相違点を分析することで、両国の新聞に
おける女性像を明らかにし、そうした相違点を生む原因も探ることを目的とする。その一環として、
田中の２００６年のデータに基づいた調査結果との比較を通して、この１０年間の日本の新聞における性
差別状況の変化も把握したい。
　研究方法としては、田中の分類法を用い、その中から主に①の a 項目、つまり「女性冠詞」につ
いて取り上げた。その理由として、普段、性差別表現をあまり意識しない人々でも特に目につきや
すく、しかも中国でも一般的に存在しており、比較する意義があると考えられるからである。
　具体的な方法を示せば、日中における新聞紙上の記事の中から、女性冠詞つき表現と男性冠詞つ
き表現をそれぞれ抽出し、分析を行う。
　分析の対象とした記事は、日本の場合は「朝日新聞」（東京本社版）の朝刊の、投書、連載小説、
漫画、テレビ・ラジオ、広告、社告を除く全記事である。一方、中国の場合は「新京報」の A 版２
の投書、漫画、広告を除くすべての記事である。選定理由を述べれば、「朝日新聞」は日本で代表
的な全国紙の一つであり、新聞メディアの動向を推し量ることもできると考えられるからである。
一方、中国の場合は「人民日報」のような全国紙があるが、主に政治や教育、科学などの分野を中
心に記事が載せられており、女性を取り上げる報道が少ない。そのため、今回は北京の有力紙「新
京報」を選んだ。当該紙は２００３年に中国政府の許可を得て、広州の「南方日報」と北京の「光明日報」
が共同で地域をまたぐ形で創刊され、ここ数年は北京ばかりでなく、中国全土でも非常に影響力が
ある新聞とされている。分析対象とする期間は、最新の記事で比較を行うために、両紙とも２０１６年
４月１日から４月３０日に設定した。
　記事の収集方法については、日本側は「朝日新聞」のデジタル版を使用した。一方、中国側は「新
京報」の電子版（http://epaper.bjnews.com.cn）で収集した。
４. 性別冠詞つき表現の量的分析（「朝日新聞」）
　以下においては、「朝日新聞」における女性冠詞つき表現と男性冠詞つき表現をそれぞれ抽出し、
両者の割合を算出した上で、分析を行うこととする。
　田中（２００９：６１）によると、新聞の紙面に日々提示される女性と男性に関する非対等な表現の最
も典型的なかたちは、男性を暗黙裡に人間の標準とみなし、女性に関して報道する際には、女性で
あることを表示する女性冠詞を、その職業や社会的役割の前につけるというものである。更に、女
性冠詞の主要なものを、「女・女性・女子・女流」の四種類に分類している。
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４. １　女性冠詞つき表現の出現頻度
　女性冠詞つき表現の出現頻度を表１～表４に示す。上述したように、女性冠詞には「女」「女性」
「女子」「女流」の四種類があるが、今回の調査でもそれらがすべて確認された。そして、四種類
合わせた総数は３９１件に達しており、１日あたりに換算すると、１３件使われていたことになる。
　女性冠詞の内訳を表１から見てみると、まず、「女」のつくことばが１４９件と四種類のうち、最も
多かった。そのうち、「女児」が１０７件と最も多く、二位以下は「女王」の１８件と、「女優」の１５件となっ
ている。「女児」が多く数えられたのは、２００５年に起きた栃木県今市市（現日光市）の小１女児殺
害事件に関連する記事（１２本）と、小学生の女児に対する児童買春の容疑で鹿嶋市議が逮捕された
事件に関する記事（５本）の中で、「女児」ということばが頻繁に登場したのが数値を押し上げた
結果と考えられる。
　第二に、「女性」が冠につくことばが１２２件あった（表２）。上位三位まで挙げれば、「女性職員」
１６件、「女性議員」１２件、「女性従業員」と「女性警察官」が同じく８件という順になっている。後
続語のタイプにおいては、四種類の中で最も多く、４２ものタイプが数えられた。
　第三に多く使われた女性冠詞は、表３に示したように「女子」ということばで、合計１０７件見ら
れた。そのなかでも「女子生徒」が４１件と、「女子」冠詞のトップを占めている。二位以下は「女
子高生」と「女子中学生」の各１３件、「女子高校生」１０件が続いている。「女子」ということばは、
成人をイメージさせる「女性」冠詞に対し、いまだ幼さを残す生徒や学生に対して使われる場合が
多いと田中（２００９：６６）が指摘しているが、今回の調査でもそれと同じような結果が出た。
　最後に、数が最も少なかった女性冠詞は「女流」ということばだった。表４からわかるように、
合計１３件で、しかも将棋に関連するものだけである。これは『記者ハンドブック』（第１２版：５２２）
を見ると、「女流→『女流名人』などの固有名詞以外は使わない」とされているように、特定の分
野でしか使われていないことを裏付ける結果となった。
表 1　女性冠詞「女」のつくことば
順位 語例 件数
1 女児 １０７
2 女王 １８
3 女優 １５
4 女神 4
5 女医 1
女学生 1
女戦闘員 1
女博徒 1
女友達 1
合計 １４９
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４. ２　男性冠詞つき表現の出現頻度
　では、新聞の記事表現において暗黙のうちに「基準」であるとされる男性が、男性冠詞によって
男であることを強調されるケースはどのくらいあるのだろうか。田中（２００９：６８）によると、男性
冠詞の主要なものは「男」がつくもの、「男性」がつくもの、「男子」がつくものの三種類に分ける
表 2　女性冠詞「女性」のつくことば
順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 女性職員 １６ 女性労働者 2
2 女性議員 １２ 女性消防団員 2
3 女性従業員 8 ２４ 女性運転士 1
女性警察官 8 女性学生 1
5 女性教諭 7 女性事務職員 1
6 女性店員 5 女性事務総長 1
女性会社員 5 女性衆院議員 1
8 女性客 4 女性主任 1
女性科学者 4 女性上院議員 1
１０ 女性同性愛者 3 女性ジョッキー 1
女性騎手 3 女性政治家 1
女性作家 3 女性選手 1
女性保育士 3 女性相談員 1
女性社長 3 女性大統領 1
女性船長 3 女性タレント 1
１６ 女性宇宙飛行士 2 女性デザイナー 1
女性看護師 2 女性読者 1
女性教員 2 女性入居者 1
女性経営者 2 女性副市長 1
女性建築家 2 女性放送ジャーナリスト 1
女性社員 2 女性落語家 1
合計 １２２
表 3　女性冠詞「女子」のつくことば
順位 語例 件数
1 女子生徒 ４１
2 女子高生 １３
女子中学生 １３
4 女子高校生 １０
5 女子学生 9
6 女子大生 6
女子児童 6
8 女子選手 3
女子大学生 3
女子部員 3
合計 １０７
表 4　女性冠詞「女流」のつくことば
順位 語例 件数
1 女流三段 7
2 女流四段 3
3 女流二段 2
4 女流四冠 1
合計 １３
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ことができるとされているが、今回の調査でもそれらがすべて確認された。そして、三種類合わせ
たカウント総数は２９０件が数えられ、１日あたりに換算すると、９.７件使われていたことになる。
　男性冠詞の内訳を見てみると、まず、「男性」が冠につくことばが最も多く、表５に示されてい
るように、「男性職員」２９件を筆頭に、５０種類、合計１４５件であった。「男性職員」に次いで多いの
は「男性教諭」２３件、そして、「男性会社員」７件、「男性警察官」６件の順となっている。
　次に、「男子」がつくことばは、表６に見るように、「男子生徒」の３７件を最多に、「男子学生」２０件、
「男子児童」と「男子選手」の各７件が続き、８種類、８６件見られた。
　第三に、「男」が冠につくことばは、表７に見るように、「男児」の５７件が最も多く、「男優」と「男
友達」の各１件、３種類で、合計５９件と種類においても数においても男性冠詞がつくことばのなか
で最少だった。
表 5　男性冠詞「男性」のつくことば
順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 男性職員 ２９ 男性教員 2
2 男性教諭 ２３ 男性警部補 2
3 男性会社員 7 男性校長 2
4 男性警察官 6 男性従業員 2
5 男性店員 5 男性医師 2
男性客 5 男性栄養教諭 2
7 男性巡査 4 男性議員 2
8 男性作業員 3 ３３ 男性行員 1
男性社員 3 男性事務官 1
男性隊員 3 男性衆院議員 1
男性同性愛者 3 男性住民 1
１２ 男性主査 2 男性主事 1
男性幹部 2 男性主任 1
男性区長 2 男性巡査長 1
男性主幹 2 男性巡査部長 1
男性主任教諭 2 男性署員 1
男性主任主事 2 男性消防士 1
男性上司 2 男性消防団員 1
男性消防士長 2 男性嘱託医 1
男性アルバイト店員 2 男性店長 1
男性課長 2 男性風刺作家 1
男性課長補佐 2 男性法務事務官 1
男性患者 2 男性歩行者 1
男性教頭 2 男性陸自隊員 1
男性区民 2 男性陸士長 1
合計 １４５
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４. ３　性別冠詞の男女比の分析
　調査期間中の女性冠詞と男性冠詞の出現頻度を示したのが図１である。６８１件の全性別冠詞中、
女性冠詞は３９１件、５７.４％であるのに対し、男性冠詞は２９０件、４２.６％で、田中（２００６）の６９.７％（女）
対３０.３％（男）（図２）と比べると、男女比の差がかなり縮小した結果となった。
　また、女性冠詞と男性冠詞の１日あたりの使用件数を２００６年と比較すると、女性冠詞が１０.１件
（田中２００６：６７）から１３件に、男性冠詞が４.４件（同７０頁）から９.７件に、両方とも増加した。特に、
男性冠詞の１日平均件数が大幅に増えたことが明らかである。
　さらに、女性冠詞と男性冠詞がつくことばの種類を２００６年と比べてみると、女性冠詞が３８種（同
６４－６７頁）から６５種に、男性冠詞が２８種から（同６８頁）６１種になった。したがって、調査期間中は
両方とも増加が見られたが、男性冠詞のほうが若干増え幅が大きいことが分かった。
　今回、２００６年のデータと比べて変わらなかったこともある。その一つには、表３と表６を見比べ
ると分かるように、「女子高生」「女子大生」に対応する「男子高生」「男子大生」ということばが、
新聞表現に見当たらないということである。田中（２００９：６６）が言うように、これら短縮形の呼称が、
表 6　男性冠詞「男子」のつくことば
順位 語例 件数
1 男子生徒 ３７
2 男子学生 ２０
3 男子児童 7
男子選手 7
5 男子高校生 6
6 男子大学生 3
男子中学生 3
男子部員 3
合計 ８６
表７　男性冠詞「男」のつくことば
順位 語例 件数
1 男児 ５７
2 男優 1
男友達 1
合計 ５９
図１　女性冠詞と男性冠詞の比率
（「朝日新聞」２０１６ 年）
図２　女性冠詞と男性冠詞の比率
（「朝日新聞」２００６ 年）
※田中（２００６）より作成
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必ずしも自覚されないまま、ある種の固定観念やステレオタイプを伴って、日々新聞紙上で用いら
れているさまがうかがえる。今回も「女子高生」が「女子」つき表現のなかで出現頻度第二位、「女
子大生」は第六位となっており、この調査結果は田中の指摘に一致しているように思われる。
　また、具体的な語を見ながら比較してみよう。例えば、表１と表５で「女性」つきのことばと「男
性」つきのことばを見てみると、「女性職員」には「男性職員」、「女性従業員」には「男性従業員」、「女
性警察官」には「男性警察官」など、１４種類が対応している。しかしながら、対応していない例を
見ると、「女性」の場合は「科学者」「宇宙飛行士」「船長」「建築家」「大統領」「落語家」「騎手」「政
治家」「放送ジャーナリスト」「消防団員」など、今まで男性中心の分野の職業を表すことばにつく
ことが多いのに対し、「男性」の場合、「幹部」「主査」「課長」「巡査部長」「上司」「主任主事」「主幹」
「事務官」「店長」「校長」など、職場での役職名につくことが目につく。この違いは実社会におけ
る男女の労働状況を如実に表しているのではなかろうか。
　以上のことから、次の結論が得られよう。２００６年と２０１６年を比べてみると、以前のように女性を
突出させる表現の、男性表現との量的アンバランスが見えにくくなったものの、女性冠詞つき表現
が男性冠詞のそれより１５％多いことや、後につく語の違いなどが示すように、全体的に女性が男性
より強調される存在であるという点が、現在も継続しているように思われる。しかしながら、両年
の比較には大きな変化も見られた。つまり、男性冠詞がつく語の種類も１日あたりの使用件数も女
性冠詞以上に増加している傾向が見られる。この大幅な増加によって、全性別冠詞中の両性の割合
が接近したことになる。
　このような結果が出た原因として次のことが考えられよう。田中（２００９：７６）は性別冠詞の経年
変化の分析において、「女性に冠詞をつける場合には男性にも冠詞をつけるという“平衡表現”が
増えていることが影響していると考えられよう」と述べている。しかし、なぜそういった平衡表現
が増えたのかについては触れなかった。恐らく日本社会に定着しつつあるジェンダーの理解が新聞
にも影響を与えたのが一つの原因ではないかと考える。遠藤（２００８：３４）は１９８０年代後半から２００７
年１２月までの新聞記事（「読売新聞」と「毎日新聞」）中のすべての「ジェンダー」の語を調べた後、
この語が登場して以来、２００７年１２月に至るまで、括弧書きで「ジェンダー」の概念の説明をつける
報道のしかたが続いており、このことは「ジェンダー」の理解が定着していないことを示している
という分析結果を出した。その知見を踏まえて、今回の調査期間中、「ジェンダー」に関わる３本
の記事を確認したが、いずれも「ジェンダー」の概念の説明なしで書かれていることからも、現在
ではこのことばがある程度社会に浸透していることを垣間見ることができよう。
５. 性別冠詞つき表現の量的分析（「新京報」）
　以下においては、「新京報」における女性冠詞つき表現と男性冠詞つき表現をそれぞれ抽出し、
両者の割合を算出した上で、分析を行うこととする。
　田中の女性冠詞に対する定義に基づけば、中国語の女性冠詞として「女（nv）・女子（nvzi）・女
性（nvxing）・妇女（funv）」の四種類を挙げることができる。
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５. １　女性冠詞つき表現の出現頻度
　表８と表９から分かるように、女性冠詞は“女（nv）”と“女性（nvxing）”の二種、計１９５の語
例が抽出された。１日あたりに換算すると、６.５件使われていたことになる。
そして、女性冠詞の内訳を見てみると、“女（nv）”が冠につくことばが１７６件と、女性冠詞つき表
現の９０.２％を占めている。徐（２０１３：４５－４６）が「朝日新聞」の中の「女～」と「人民日報」の中
の“女（nv）～”の対照研究をしたが、後者の延べ語数が全体（“女（nv）～”“女性（nvxing）～”
“女子（nvzi）～”“妇女（funv）～”等）の９０.６％を占めており、使用頻度も造語力も非常に高
いという結論を得た。今回の結果もそれと一致していることが明らかである。
表８を見てみると、“女（nv）”つき表現の第一位は“女童”の２０件、続いて“女生３”１２件、“女车主”
１１件、“女记者”と“女摊贩”の各１０件である。一方、“女性（nvxing）”つき表現の数も種類も“女
（nv）”つき表現よりずっと少なく、そして、ほとんど“女（nv）～”に置き換えられる。
表 8　女性冠詞 “ 女（nv）” のつくことば＜（）の中は筆者訳表 9 ～ 11 も同＞
順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 女童（一歳以上の女児） ２０ 女王（女王） 3
2 女生（女子学生） １２ 女学生（女学生） 3
3 女车主（女性の車所有者） １１ 女客户（女性客） 3
4 女记者（女性記者） １０ 女同学（女子クラスメート） 3
女摊贩（露店の女性販売員） １０ 女店员（女性店員） 3
6 女主播（女性アナウンサー） 9 ２０ 女贩（露店の女性販売員） 2
7 女乘客（女性乗客） 8 女房客（女性宿泊客） 2
女司机（女性運転手） 8 女婴（一歳未満の女児） 2
9 女演员（女優） 6 女留学生（女子留学生） 2
１０ 女事主（女性の当事者） 5 女建筑设计师（女性建築士） 2
１１ 女总理（女性総理） 4 女同事（女性同僚） 2
１２ 女工（女子工員） 3 女乞丐（女乞食） 2
女神（女神） 3 女署长（女性署長） 2
女主角（女性主人公） 3 女服务员（ウエートレス） 2
女队员（女性メンバー） 2 女亲属（女性親族） 1
３０ 女大学生（女子大学生） 1 女总统（女性大統領） 1
女星（女性スター） 1 女赌神（女性賭博王） 1
女教师（女性教師） 1 女主持人（女性司会者） 1
女医生（女医） 1 女同伙（女性仲間） 1
女商贩（露店の女性販売員） 1 女配角（女性脇役） 1
女秘书长（女性事務総長） 1 女粉丝（女性ファン） 1
女囚（女性囚人） 1 女创业者（女性起業者） 1
女职员（女性職員） 1 女会员（女性会員） 1
女住客（女性宿泊客） 1 女舞伴（女性ダンスパートナー） 1
女模特（女性モデル） 1 女私教（女性個人インストラクター） 1
女超人（スーパーウーマン） 1 女教练（女性インストラクター） 1
女皇（女帝） 1 女会计（女性財務係） 1
女员工（女性従業員） 1 女白领（女性ホワイトカラー） 1
女勇士（女性勇士） 1 女主席（女性主席） 1
合計 176
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５. ２　男性冠詞つき表現の出現頻度
　表１０と表１１が示すように、男性冠詞も“男（nan）”と“男性（nanxing）”の二種、計７４の語例
が数えられた。１日あたりに換算すると、約２.５件使われていたことになる。女性冠詞と比べると、
かなりの開きが見られる。
　また、男性冠詞の内訳を見てみると、“男（nan）”が冠につくことばが、“男婴”の１７件を筆頭に、
“男高音”と“男主角”の各７件、“男生”の６件が続き、計７０件で、男性冠詞つき表現の約９５％
表 9　女性冠詞 “ 女性（nvxing）” のつくことば
順位 語例 件数
1 女性选民（女性有権者） 4
女性候选人（女性候補者） 4
3 女性领导人（女性リーダー） 2
4 女性驾驶员（女性ドライバー） 1
女性秘书长（女性事務総長） 1
女性头目（女親分） 1
女性公务员（女性公務員） 1
女性国会主席（女性国会主席） 1
女性出租者（女性のレンタル業者） 1
女性网络负责人（女性のネットワーク担当者） 1
女性被害者（女性被害者） 1
女性客人（女性客） 1
合計 １９
表 １０　男性冠詞 “ 男（nan）” のつくことば
順位 語例 件数
1 男婴（一歳未満の男児） １７
2 男高音（テノール） 7
3 男主角（男性主人公） 7
4 男生（男子学生） 6
5 男乘客（男性乗客） 5
6 男神（男神） 4
7 男演员（男優） 3
男飞行员（男性パイロット） 3
9 男童（一歳以上の男児） 2
男配角（男性脇役） 2
男青年（若い男性） 2
男队员（男性メンバー） 2
１３ 男老师（男性教師） 1
男司机（男性運転手） 1
男同伙（男性仲間） 1
男客人（男性客） 1
男教师（男性教師） 1
男护士（男性看護師） 1
男同伴（男性仲間） 1
男客（男性客） 1
男配（男性脇役） 1
男明星（男性スター） 1
合計 ７０
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を占めている。一方、“男性（nanxing）”つき表現は４件しか確認されなかった。
５. ３　性別冠詞の男女比の分析
　「新京報」における女性冠詞と男性冠詞の出現頻度を示したのが図３である。２６９件の全性別冠詞中、
女性冠詞は１９５件、７２.５％であるのに対し、男性冠詞は７４件、２７.５％に過ぎず、前者が後者の約２.６
倍とかなりの差が見られた。次に、女性冠詞と男性冠詞の後につく語の種類を見てみると、前者は
７０種類であるのに対し、後者はわずか２６種にとどまり、約２.７倍の倍率になっている。

　また、表８から表１０の具体的な語を見ながら比較してみると、全性別つき表現のなかで、“女婴”
には“男婴”、“女主⻆”には“男主⻆”、“女性候选人”には“男性候选人”など、１４種類が対応し
ているが、それ以外のすべての男性冠詞つき表現の冠を女性冠詞に置き換えてもほとんど違和感が
ないのに対し、女性冠詞つき表現の中の、“女摊贩”“女总理”“女工”“女留学生”“女大学生”“女
囚”“女超人”“女创业者”“女性公务员”“女记者”などの対語としての男性冠詞つき表現は普段も
ほとんど使われていないが、今回の調査でも皆無であった。
　以上のことから、後につく語の種類においても語数においても、女性冠詞と男性冠詞のアンバラ
ンスな使用が明らかであり、女性がより強調されている存在であるということが窺える。
表 11　男性冠詞 “ 男性（nanxing）” のつくことば
順位 語例 件数
1 男性候选人（男性候補者） 2
2 男性驾驶员（男性ドライバー） 1
男性车主（男性の車所有者） 1
合計 4
図 3　女性冠詞と男性冠詞の比率（「新京報」）
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６.「朝日新聞」と「新京報」との比較
　以上述べたように、「朝日新聞」においても「新京報」においても、女性冠詞つき表現のほうが
男性冠詞つき表現より多く使われていることから、どちらも男性より女性のほうが強調されており、
女性が男性と非対等に扱われる傾向があることが分かった。
　しかしながら、両紙の女性冠詞と男性冠詞の比率を比べてみると、「朝日新聞」の１.３５倍に対し、
「新京報」が２.６４倍にも達している。この数字から分かるように、「新京報」のほうが女性に対す
る性差別がより深刻な状態にあることは言うまでもない。
　また、「新京報」の女性冠詞つき表現には“女记者”“女主播”“女司机”“女大学生”“女白领”
などネットでのホットワード４が多く見られることも「朝日新聞」との違いが大きいことを示して
いる。以上のことばのうち、“女大学生”に対応する「女子大生」と「女子大学生」は「朝日新聞」
にも見られるが、それ以外のことばは今回の調査では確認されなかった。
　では、いったいなぜこのような違いが出たのだろうか。４. ３に述べたように日本の場合は、ジェ
ンダーの理解の定着が新聞に影響を与えていると推測できるが、中国の場合はジェンダーと同じ意
味の“社会性别”が１９９０年代後半から研究分野で用いられ始めたが、一般社会でもよく知られるこ
とばではなかったと思われる。中国の検索サイト“百度新闻５”で検索すると、ネットニュースで
このことばが使われ始めたのは２００１年９月５日付の記事６である。すなわち、日本と比べると、マ
スコミでの使用がかなり遅れているのである。したがって、新聞を作る側としての新聞社でも読む
側の読者でもジェンダーの受容レベルが日本ほど進んでいないと考えられる。李（２００４：７８）は「性
差別やステレオタイプ表現はマスコミによって故意に行われたのではなく、マスコミのジェンダー
への無意識や固定観念の反映によるものが多い」と論じている。また、一般読者、特に女性読者も
そういった情報環境の中に暮らしているにもかかわらず、なんの違和感も感じないでいることも新
聞の性差別をさらに深刻化させてしまったと考えられよう。佐竹（１９９７：５５）はつぎのように指摘
している。
　現代の社会で行われている、女、あるいは男についてなされる表現を観察すると、女や男、
女と男の関係がどのようなものとしてとらえられているかが見えてくる。そこから読み取れる
のは、現代の社会を支配する性差別的なイデオロギーである。一方、その性差別イデオロギー
はまた女や男についての表現を規定するものである。つまり、性差別イデオロギーが性差別的
表現を生み出し、性差別的表現がまた性差別イデオロギーを補強し再生産していく、という相
互関係がある。
　佐竹の指摘にある「相互関係」が存在するのであれば、新聞のことばや価値観が、実社会でのそ
れらを反映していると同時に、強い影響も与えていると考えられるから、まさにそうした「相互関
係」をさらに強めてしまっていると言えよう。
　以上の原因のほかに、中国の新聞業界には日本の『記者ハンドブック』のような新聞用字用語集
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がないことも挙げられるのではないかと思われる。『記者ハンドブック』は１９５６年に共同通信社に
よって初版が発行され、趙（２０１５：１０８）によると、１９９７年の第８版では、差別のジャンルに「性差別」
が加えられた。２０１０年第１２版の「差別語、不快用語」の第六項目「性差別」の中には、「女性を特
別視する表現や、男性側に対語のない女性表現は原則として使わない」（p.５２２）としている。また、
朝日新聞社の場合は、上記の『記者ハンドブック』のほかに、『取り決め集』も作られ、松沢（２０１３：
４）によると、１９８８年１２月、「性差別語」の項目が加わり、更に２００２年１０月、「ジェンダー」の章を
設けて内容を充実させている。そういった定めが近年ジェンダーへの関心の高まりとともに、記事
のなかで女性に冠詞をつける場合には男性にも冠詞をつけるという「平衡表現」が増えていること
につながっているのではないかと推測できる。羅（２００７：４３）は中国の新聞報道に多く見られる女
性差別表現を改善するための方法の一つとして、「欧米の新聞業界のいい経験を学び、例えばアメ
リカの新聞関係者によって編集された『人権侵害に関する用語』という辞典があるが、新聞報道の
差別語を減らすのに非常に役に立っている、我々もそのやり方に見習うべきだ」と指摘している。
７. おわりに
　今回は性別冠詞つき表現に絞って調査した。それだけでも、男性と女性のおかれた状況が炙り出
されてくるが、性別冠詞つき表現のほかにも、女性に関するステレオタイプな表現によって、こと
さらに女性であることを強調する手法が両紙ともに見られる。例えば、「朝日新聞」の場合は「女
性の感性」「女性の視点」「女性目線」「女性初、初の女性」などが記事の内容に随所に見られる。
一方、「新京報」は見出しにおける女性への差別が目立っている。
例えば筆者が訳した以下のような見出しである。下線は筆者による。
“少女毁容案”母亲：已收到１８０万赔偿（「少女が容貌を傷つけられた事件」、少女の母親「１８０万
元の賠償金を受けた」）/　南航原副总徐杰波收受贿赂１９８万买房送女友（「南航」元副総裁の徐
杰波が収賄　１９８万元で住宅を購入し、恋人の女性に送る）/　冲突中扯破女贩衣服涉事城管
被辞退（実力行使中露店の女性販売員の服を破り当監視員が解雇処分）/　１２岁！最年轻巴勒
斯坦女囚获释（１２歳！最年少　バレスチナ女性囚人が釈放）/　被割鼻女子：遭家暴８年不敢
离婚（鼻を切られた女性　８年間 DV されながら、離婚する勇気がない）/　豪车女司机口角
后约多人殴打保安（高級車の女性ドライバーが言い争いの後、仲間を集めて警備員を殴る）
　以上の見出しの下線部を見ると、どれも読者の目を引いたり、ニュースバリューを持たせるため
につけられているように見えないでもない。その点に関しては今後の調査でより詳細な検討を加え
る必要がある。
　また、今回は日中の新聞各１紙のみを対象に分析したが、日中の新聞における性差別表現の実態
をすべて映し出しているとは言えない。普遍性を追求するため、より多くの新聞を対象に調査する
必要があるが、今後の課題としたい。
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注
１．田中（１９８４：１９５）では、「女性を“男性＝人間”から区別するための徴づけとしての“女○○”、“女子○○”、
“女性○○”、“女流○○”といった語法を、かりに「女性冠詞」と呼んでおこう」と定義し、命名している。「男
性冠詞」については特別に説明されていないが、「女性冠詞」の対立語と推測できる。それに対し、徐（２０１３：
５７）では「冠詞」という語は言語学において、具体的な意味を持たない機能的な語の範疇である“article”
を指すから、日本語はその意味での冠詞を持たない言語であるため、この用語を用いるのは適切であると
は言えないという理由で、「女姓標示語」という語が使われているが、本稿では田中が定義する「女性冠詞」
をそのまま用いる。「男性冠詞」も同じである。また、「女性冠詞」と「男性冠詞」の総称として「性別冠
詞」と呼ぶ。
２．A 版は主に時事ニュースとスポーツニュースが中心であるが、他のジャンルのニュースも載せている。「新
京報」の主力版でもある。
３．“女生”は「女子学生」と「若い女性」両方を指すが、今回の調査では「女子学生」の意味を持つものだ
けを対象にした。
４．中国のニュースサイトでこられのことばで検索すると、数多くの関連ニュースが出てくる。そして、それ
らのニュースに注目する人が多いという意味で付けられた。
５．中国で有数の大手ニュースポータルサイトで、掲載されているニュースは新華網・人民網などの８０社の
ニュースサイトの記事や、北京日報などの１８７社の新聞・雑誌の記事を転載したものである。
６．http://news.sina.com.cn/s/２００１-０９-０５/３４９１８６.html２０１６年７月２５日アクセス。
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